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1. はじめに     

 シネアドと呼ばれる映画館で本編の前に上映される広告

は 86％の人が内容を記憶できているということが分かっ

ている。さらに 1 館あたり月間 10〜30 万円程度[2]で上映

できるため、マスメディアに出稿する広告よりも費用を抑

え、効率的なマーケティングが行えると考える。そのため、

本研究では、シネアドをより効果的に使用するためにどの

ような広告を出稿すべきかについて分析を行う。 
 

2. 研究目的 

 映画を頻繁に見る人の特徴を分析し、効果的なシネアド

を作成する際に取り入れるべき要素を明らかにすることを

本研究の目的とする。 
 

3. 分析方法 

3.1 使用データ 
野村総合研究所より提供された 2500 件のアン

ケートデータから欠損値を除いた 540 件のデ

ータを使用する。 
3.2 分析手法 

多項ロジスティック回帰分析を用いて分析を

行う。映画館で映画を見る頻度に着目し、1:年
間５本以上映画で映画館を見ている人、2:年間

2・3 本見る人、3:年間 1 本または全く見ない人

に分類し目的変数として設定した。「子供の有

無」、「消費価値観」、「REC スケール（購入尺

度）」、「SNS 利用頻度」、「1 日の SNS 利用時間」

を説明変数に投入した。 
 

4. 結果 

二項ロジスティック回帰分析の結果を＜表１＞に示す。P

値が 0.005 以下のものを抜粋して＜表１＞に表している。

オッズ比が 1 よりも大きいものは目的変数に対して正の

影響を与え、1 よりも小さいものは負の影響を与えている。 
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＜表 1:分析結果＞ 

 

子供がいる人ほど映画を多く見ていることが分かる。さら

に、商品を買う際に独自のこだわりを持って選んでいるこ

とが分かる。一方で新商品に対する先進度は影響が低く、

節約をするに関する項目についても影響度が低いことが

分かった。 
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